
52回 ・ ・

23・1・18

（火） ・無垢材、集成材との比較など

渡邉國雄 講師

㈱末永製作所様

番号

タイトル サブタイトル 内容

木材に代わる人工木
材って何もの？

一般的に人工木材とい
われるものにはどんな
種類があるか？

人工木材のメリット、デメリット
単価及び種類を知る

質問に対する講師の回答及び補足説明
質問事項 回答及び補足事項

1

人工木材の原料はどの様なものですか｡ 別紙「人工木エクステリア素材」
を参照してください。
(エア.ウォーター㈱様の説明を参
考に作成）

2

人工木材の加工工具は普通木材と同じですか｡ 木材と同じと考えて良いです。使
用する工具は木材加工と同じ工具
を使用します。(エア.ウォーター
㈱エコロッカ）

3

Ｒ加工や特殊な形状が可能であれば、使われる範
囲や今まで思いつかなかった利用方法があるかも
しれません。今現在どのような事までが可能に
なっているのかを、教えてください。また色あせ
ない着色が自由に出来るのかを教えてください。

Ｒ加工は８×１４５の材料をＲ幕
板に利用した実績以外はありませ
ん。中空ﾀｲﾌﾟの曲げ加工は出来か
ねます。特注色は１，０００㎡以
上の現場にてご相談に乗ります
が、ご希望の色が出るとは限りま
せん。
(エア.ウォーター㈱エコロッカ）

モール装飾材では、素材としてけ
い酸カルシウム板を使用しＲ材や
円柱、また卵型のような３次元加
工が可能です。
（㈱フジケン フジマルチ不燃セ
ラミックシリーズ）

4

単価を大まかにつかむために、基本的な金額換算
できる基準がありましたら教えてください。

概算 デッキレベルＨ１５０程度
ノンビス工法にて材工参考設計上
代＠３８，０００-/㎡
（１００㎡以上とする）
(エア.ウォーター㈱エコロッカ）



6

木材を構造材として使用する場合の許容応力度に
ついて教えてください。無垢材、集成材について
異なると思いますが、引張、圧縮、曲げ、せん断
についての各許容応力度、また、長期・短期につ
いてご教授ください。

木材の許容応力度及び材料強度に
ついては建築基準法施行令 第８
９条、第９５条、告示 平２建告
第１４５２号、平１３国交告第１
０２４号第１・第２・第３に定め
られていますので参照してくださ
い。

5

人工木材でなく、一般の木の単価の話ですが、
栂･桧･杉･米栂･ラワン･スプルースなどの種類ご
との金額差（例えば、栂を１００とすると桧は１
２０･･･）を教えてください。設計変更やＶＥの
際に役立つのでお願いします。

積算資料１月号Ｐ２３１古屋(材)
平割材 特1等で米栂を１００%とし
て比較した場合
米栂 ４８，０００円/m3

１００.０%
杉 ４４，０００円/m3

９１．７%
桧 ６３，０００円/m3

１３１．３%
米松 ５２，０００円/m3

１０８．３%
コスト 冬号 P２４２･２４４

名古屋(材工)
額縁 米栂 １，０６０円/m

１００．０%
スプルース １，８１０円/m

１７０．８%
敷居 米栂 １，７４０円/m

１００．０%
スプルース ３，１９０円/m

１８３．３%
付鴨居 米栂 ６９０円/m

１００．０%
スプルース １，０２０円/m

１４７．８%
以上より 米栂を１００%とすると
スプルースは１７０%程度と考えら
れます｡



人工木エクステリア素材

・人工木 ・合成木材 ・オレフィン系原料
合成樹脂を木材
風に成形加工
主に住宅・
ＤＩＹ・
ホームセンター
向けの製品

接着剤では接着できな
い
（耐薬品性が高い）
≒耐候性が高い

・スチロール系原料 ・発泡 １社
接着剤で接着できる＝
有機溶剤に侵される
（耐薬品性が低い）
≒耐候性が低い

・再生木材 ・プラスチック５０％以上 ・スチロール系 ・バージン １社
廃木と廃プラ
スチックを細か
な粒子にして
加熱加圧成形

（木材 ５０％未満） 製造し易い＝
安価

・オレフィン系 ・バージン ・ｅｋｏ １社

・プラスチック５０％未満 ・オレフィン系 ・バージン ・ＪＩＳ １社
廃木５０～６０％ 新品のプラ

スチックを
使用＝ｅｋｏ
マーク付か
ない

・容リプラ ・ｅｋｏ １社
容器リサイク
ル法に基づく
回収プラス
チックを使用
＝不純物が
混じる

・リサイクル ・ＪＩＳ １社
一度成形し
たプラス
チック端材
を使用

・ＪＩＳ＋ｅｋｏ ２社
(エア.ウォーター
㈱エコロッカはこ
こに属する)

・上記のほか、けい酸カルシウム板を素材としたモール装飾材に塗装や突板を貼った製品がある。
（㈱フジケン フジマルチ不燃セラミックシリーズ）

・人工木の現状は２０社ほどのブランドで販売されているが、主要な製造メーカーは８社となっている。

・人工木使用に際しての注意点
１． 繊維を含まないので構造的な材料としては使用できない。

ルーバー、手摺などは補強材（鋼製芯材）を入れて使用する.
２． 熱による伸び縮み（線膨張）が大きいので内装材には向かない。

この資料はエア.ウォーター㈱様の説明を参考に「ここが知りたい勉強会」担当者が作成。


